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1．背景と目的 

太平洋戦争終結直後，日本国内の住宅不足数は 420 万

戸におよぶものと推計された。これは，戦時からの供給

不足に加え，戦災による喪失 210 万戸，防空の観点から

行われた建物疎開による喪失 55 万戸を含み，絶対的な住

宅難の克服が戦災復興の喫緊課題に浮上した。この生活

に直結した住居の問題は，占領下日本で推進された戦後

教育改革でも注目されていくこととなった。 

連合国軍最高司令官総司令部（GHQ/SCAP）の民間情報

教育局（CIE）からの強い指導と助言のもとに進められた

教育改革では，教科書改革も進められ，中学校数学科に

おいては単元学習の理念に基づく文部省著作教科書『中

学生の数学』が編集された。同書はその後に教科書検定

制度のもとで発行された教科書（以下，検定教科書）の

範型として，影響力を持ったことが知られている。この

『中学生の数学』の第 I 単元は「住宅」であり，これは

「単元学習の『生活単元』を代表するもの（蒔苗, 2001）」

とされ，住居の構造や居住環境の安全と衛生など，住生

活の文脈から問題を抽出して数学的に定式化したうえで

問題を解決するという流れに沿って，直線や平面の位置

関係や，円錐などの立体図形に関する数学的概念を学習

することが目指されたものだった。 

それでは，1950 年代以降の生活単元学習への批判と反

発のうねりのなかで，中学校数学科における住居を題材

とした単元が，『中学生の数学』をモデルとして執筆され

た検定教科書においてどのように扱われ，単元学習の特

徴をどのように継承した（あるいは，しなかった）のか，

そして単元学習の衰退とともに内容はどのように変化し

た（あるいは，しなかった）のだろうか。この点は数学

教育史研究（蒔苗, 2001; 2011; 2012 など）においても，

学校における住生活教育に関する歴史的研究（曲田, 

1994 など）においても十分に明らかにされていない。 

そこで本研究では，戦後教育改革期の数学科教科書に

おける「住居」についての単元がどのように成立し展開

したのかを明らかにする研究の端緒として，検定教科書

『日常の数学』が発行された背景と特徴を明らかにする。 

 

2. 対象資料 

本研究では，1949 年に初めて検定が与えられた中学校

数学科教科書を発行した出版社の一つである大日本図書

株式会社の検定教科書『日常の数学』（図 1）を分析対象

とする。同書は 1950 年に初版が発行された後，1951 年

と 1952 年にそれぞれ改訂され，『日常の数学（2 冊制）』，

『新訂版 日常の数学（2 冊制）』が発行された。あわせ

て，『日常の数学』の編集に際して範型となったと目され

る文部省著作教科書『中学生の数学』（図 2）にも着目し，

『日常の数学』の記載内容との比較を行う注 1）。 

 

 
図 1 日常の数学(初版)    図 2 中学生の数学 
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. と  

本 では， 検定教科書『日常の数学』が 1950 年に

発行された 時の数学教育なら に住宅問題の を概

観し，あわせて『日常の数学』の 年，1949 年に発行さ

れた文部省著作教科書『中学生の数学』との を 理

する。 に，『日常の数学』の編集を った数学研究

会（第 部）なら に 師範学校 中学校のかかわ

りを して，教科書の編集 とその特徴を する。 

 

.1 日常の数学 の背景 

1) 生 学 の と数学  

GHQ/SCAP による日本占領 は，あら る分 での民

改革を推し進めることになった。教育分 もその

ではなく，民間情報教育局による指導のもと，

平 や教育の 会 などが されたと同時に，戦後

教育改革期には，生活経験 に基づいた，いわ る生

活単元学習が推進されることとなった注 2）。 1 に戦後教

育改革期における数学科教育の を とめた。教育の

改革 が 継 に出されるなか，数学科教育におい

ても，194 年の『学習指導 領一 編（ ）』『学習指

導 領 数科・数学科編（ ）』によって新しい教育

のあり が，戦 での「教 目」ではなく「学習指

導 領」として 体的に された。「 」とされている。

『学習指導 領 数科・数学科（ ）』（文部省,194 ）

では「は めのこと 」として のように教育と 供の

環境の関係が言 されている。 

教育の は 供の環境であり，教育のいとなみは，

供の生活を指導するものである。その 供の生活と

は，環境に制 をうけながら，なお環境にはたら か

けて， 供が日 にの て新しいものとして生 てい

く であるといえる。 

したがって，一 においては 供が 的に環境に

はたら かけていくように指導しなけれ ならない。

そしてそのようにさせることによって， 供の環境は

だ だ 空間的に ろがっていくと に，内容的にも

っていく。注 ） 

さらに 194 年には『文部省 数・数学科指導内容一

表』が発表された。 学校においては指導内容を「理解

と 」「経験」の 2 目に分 し，中学校（第 学年以

降）になると「生活経験」「 」「 」の 目にわ

けて定められた（文部省,194 ）。数学科の指導内容が「生

活経験」を にして行われることがここで明 され，生

活単元学習と れる教育の り が進められていった。

たとえ ，第 学年では「生活経験」として「 ，

学校，日常の などをするのに， さ， さ，時間に

関する 定をしたり，それらに関する計 をしたりする」

と ，「住宅を改 するために， についての 定をす

る」ことを の一つに ている。あるいは，「 建物や

その で， な平面図形を 際的な 面に 出し

たり， いたりする」ことを ， として「住宅改

の を作るために， や全景の形を たり，そ

の 型を作ったりする。 た，この住宅の わりに作る

へいの さを計 する」と された。 

文部省は生活単元学習に基づく教育を展開するために，

教科書が検定制度に するのに だって， 範的な教

科書の作成を進め，1949 年に文部省著作教科書『中学生

の数学』として発行された。同書の教育内容が の教

科書と なり，生活経験に したものであることは，

行して 194 年に 行された国定教科書『中 数学』の

構成との によくあらわれている（ 2）。 

その後， 際の教育 における生活単元学習の

は，ややもすれ 生活経験に り されてし い，数学

教育において められる系 だてられた理解を する

も生 でいく。そうした に を持った教育

・研究 らによって生活単元学習への反省や批判が生

めた注 4）。たとえ ，1951 年 には 会「中学

校数学教育の反省と批判」が開 され， た同年 9 に

は「数学科の生活単元学習について」と題した 会が

行われた。こうした を後 ししたのが， 数・数学

の学力 下問題だった。 

2) の  

住宅分 からみた 合，戦後教育改革期は戦後復興期

に なる。戦争に い大 の住宅を喪失した日本の戦災

復興においては，住宅難の克服が喫緊課題となった。さ

らに からの や復 は住宅不足に をかけ

た。 は 1945 年に戦災復興院を 置し，「 時日本

」を た「 災 住宅建 」（1945

年 9 ）を 決定する。 いで戦災復興院に けられ

た住宅基 会にて「復興住宅建 基 」（194

年 5 ）を 定し，戦後の住宅復興の を した。

194 年には戦災復興院は内 省 局と 合され建

院となり，さらには建 省へと改 された注 5）。 

文部省著作教科書『中学生の数学』が発行された

1950 年には，住宅不足の解 に けた 的な制度とし

て，住宅 が された。 による住宅の直

供給では な住宅難に 対 することはで ないた

め， 住宅 基 を け，一定の を たした住

宅の建 ・ を す く， で建 ・

を する制度を導 した。 1951 年には 住宅法が

制定され， 治体による定 けの 住宅

建 が進められた。1955 年には，大 部の のた

めの住宅建 を目的として，不 構造による集合住宅の

建 を う日本住宅 が 立された。戦後教育改革期

に なるこの時期に ・ ・ のいわ る「

体制」が 成し，国民をとり く住宅の は 難を

めつつも， に住宅 ・制度が されていった注 ）。 
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1 の数学 注 ） 

( ) 数学    

1945(20) CIE 設立 

文部省「新日本建設ノ教育方針」 

文部省戦時教材削除を指令 

GHQ「日本教育制度ニ対スル管理政策」 

終戦（住宅不足 420 万戸と推定） 

戦災復興院設立 

罹災都市応急簡易住宅建設要綱決定 

住宅緊急措置令公布 

第二次世界大戦終結 

GHQ の占領開始 

国際連盟正式加盟 

衆院選挙法改正 

1946(21) 米国教育使節団来日 

内閣「教育刷新委員会」設置 

文部省『新教育指針』 

住宅営団廃止 

臨時建築制限令公布 

罹災都市借地借家臨時処理法公布 

地代家賃統制令公布 

天皇，人間宣言 

公職追放令 

第一次農地改革実施 

1947(22) 教育基本法，学校教育法発布 

新制中学校発足 

学習指導要領一般編（試案） 

学習指導要領算数科・数学科編（試案） 

国定教科書『中等数学』発行 

戦災復興院「復興住宅建設基準」策定 

臨時炭鉱労務者住宅建設規則公布 

日本国憲法施行 

労働基準法公布 

独占禁止法公布 

労働省発足 

1948(23) 教科用図書検定規則を制定 

文部省算数・数学科指導内容一覧表 

コア・カリキュラム連盟結成 

戦災復興院が建設院，さらに建設省へ 

全国住宅調査実施 

臨時建築制限規則改正 

都市不燃化促進同盟設立 

経済安定９原則の声明（ドッジライン） 

1949(24) 文部省著作教科書『中学生の数学』発行 

新井高夫「単元学習について」 

戸山ハイツ建設 

住宅対策審議会設置 

傾斜生産方式導入 

GHQ，シャウプ勧告 

1950(25) 検定教科書『日常の数学』発行 

第二次米国教育使節団来日 

オズボーン大佐日数協大会講演 

住宅金融公庫設立 

建築基準法・建築士法施行 

住宅調査実施 

朝鮮戦争勃発 

警察予備隊発足 

金閣寺金堂炎上 

1951(26) 学習指導要領一般編（試案）改訂 

中学・高等学校学習指導要領数学編（試案） 

小学校学習指導要領算数科編（試案） 

検定教科書『日常の数学 2 冊制』発行 

公営住宅法公布 

土地収用法公布 

サンフランシスコ講和条約締結 

公職追放者解除 

民間ラジオ放送開始 

1952(27) 検定教科書『日常の数学(新訂版)』発行 

中央教育審議会設置 

日教組学力調査（１次） 

数学教育協議会結成 

住宅緊急措置令廃止 

第１期公営住宅３箇年計画が国会承認 

耐火建築促進法公布 

宅地建物取引業法公布 

日米安保条約発効 

「鉄腕アトム」連載開始 

1953(28) 検定教科書『中学の数学』発行 

遠山啓「生活単元学習の批判」 

日教組学力調査（２次） 

広岡亮蔵『基礎学力』 

産業労働者住宅資金融通法公布 

北海道防寒住宅建設等促進法公布 

住宅統計調査実施 

都営住宅の抽選に応募 1000 倍 

テレビ放送開始 

朝鮮戦争休戦協定調印 

奄美群島本土復帰 

1954(29)  土地区画整理法公布 自衛隊発足 

1955(30) 検定教科書『中学新数学』発行 

日本民主党「うれうべき教科書の問題」 

雑誌「数学教室」創刊 

住宅融資保険法公布 

第２期公営住宅建設３箇年計画国会承認 

住宅建設 10 箇年計画発表（目標 480 万戸） 

日本住宅公団法公布，日本住宅公団設立 

民間マンション第一号誕生 

神武景気（～57） 

社会党統一，保守合同（55 年体制） 

1956(31) 文部省全国学力調査実施 首都圏整備法公布 経済白書「もはや戦後ではない」 

1957(32) 中教審「科学技術教育の振興方策について」 住宅建設５箇年計画策定 

建築基準法改正 

住宅対策審議会宅地対策要綱決定 

スプートニクショック 

なべ底不況 

1958(33) 小・中学校学習指導要領改訂（「告示」へ） 

雑誌「現代教育科学」創刊 

第３期公営住宅建設３箇年計画国会承認 

地すべり防止法公布 

首都圏近郊整備地帯及び都市開発区域整備

に関する法律公布 

日本労働者住宅協会設立 

東京タワー完成 

皇太子御成婚 

インスタントラーメン 

1959(34) 日教組『新教育課程の批判』 首都圏の既成市街地における工業等の制限

に関する法律公布 

公営住宅法改正 

東京不燃都市建設促進会創立 

建設白書「住宅はまだ戦後である」 

ミゼットハウス（大和ハウス工業）発売 

皇太子ご成婚パレード 

伊勢湾台風 

マイカーブーム 

1960(35) J・ブルーナー『教育の過程』 

遠山啓『教師のための数学入門』 

文部省、教科書採択公正確保について通達 

日本宅地造成協会設立 

建設省住宅需要実態調査実施 

新住宅建設五箇年計画（目標 400 万戸） 

安保条約自然承認 

国民所得倍増計画 

※網掛けは本研究が対象とする戦後教育改革期を示す。 
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2 数学 学 の  

 

) 中学生の数学 と  

194 年から発足した新制中学校での教育に間に合わ

せる く，文部省は数学科の国定教科書『中 数学』を

発行した。第一学年は「 の 計」や「力とその 」

「形と図」「 の数・ の数」といった内容が ，その

内容は「力学と 数学と数 と図形の たる せ集

め」（ 上,19 5）だった。1949 年の文部省著作教科書『中

学生の数学』は，第一学年 のみがつくられ，全 2 冊で

発行された。全部で 10 の単元から構成されており，その

第 単元に「住宅」が りあ られている。 いて「私

たちの 定」「よい 」「産業の進 」「私たちの計 」

「 と数学」と く内容となっている（ 2）。 ，

産業， ， ， といった単元が ぶ構成へと変

化した。 

とくに「住宅」は一 初めの単元として 定され，

に けられた や計 問題，問題 習，単元の

とめなども含め，9 から 52 の 45 を占めている。

単元は，「1 生活と住居」と題して， の住居と の住

居について扱う。 た，「2 住宅問題」では「よい住宅・

わるい住宅」「住宅難」をそれぞれ に り上 て

いる。一 したところ社会科の教科書のように えるこ

の内容は「 供の生活」に直結した問題から数学を学ぶ

という に基づいている。 に された「は め

のこと 」でこう かれている。 

この書物では，計 をとりあ るというよりも，

の生活をとりあ ている。 上していく生活をとり

あ ているのである。ただ，おとなの ねをする生活

をとりあ ているのではない。 造していく生活をと

りあ ているのである。（中 ）住宅についての問題を

とりあ たとしよう。住宅の形はど なに変わって

たかなどを ようとすると，図形についての （平

行・ 直・ 直など）が になる。住宅難のようす

を ようとすると戸数の変化を表や にかいた

り， た，一戸あたりの 数の 合を計 したりす

ることが になる。注 ） 

な住宅， ， などの社会問題に直面し

ていた 時の日本社会を背景として，『中学生の数学』は

「 上していく生活」「 造していく生活」に さわしい

対象として「住宅」をとりあ たものと えられる。 

 

2. 日常の数学 対 中学生の数学 の  

1) 日常の数学 の背景 

教科書検定制度が開 されたのにあわせて，出版 社

はそれぞれに教科書の編集を開 した。教科書出版大

・大日本図書株式会社も，理科およ 数学科の検定教

科書を出版することとなった。数学科教科書の編集に際

し， 高 師範学校教 ・ 一 を筆 とする数

学教育研究会（第 部）が立ち上 られた。同 会の

構成 は， 高 師範学校 中学校・ 高 学

校の教官が中 となっていた注 9）。モデル教科書を し

つつ， 中学校での 研究をもとに の単元を構

成し，検定教科書『日常の数学』の編集が進められてい

った。 

時は占領下にあり， た新制中学校や検定教科書の

制度がは った かりのこともあり，教科書の が

に行われた。「教科書の検定 には CIE（総司令部

民間情報教育局）が教科書の内容について 経 に目を

らせており， な表 にいたる で， しく

していた」ため， い合 にとど っていたとい

う注 10）。教科書編集にあたっては， 一の範型である『中

学生の数学』を せ るを なかったため，後 する

ように『日常の数学』の内容にも大 な影響を した

ものと えられる。なお，『日常の数学』は 1950 年の初

版発行後， 1951 年に『日常の数学（2 冊制）』，1952

年には『新訂版 日常の数学（2 冊制）』が発行された。 

『中学生の数学』では「住居」にかかわる単元は「第

単元 住宅」として，第一学年のは めに 定されてい

たが，『日常の数学（初版）』では「単元 9 私たちの住居」

として けられている。あわせて，「単元 強 を

えよう」でも一部，部 の について扱われている。 

中等数学 
 

中学生の数学 
 

日常の数学 版  
 

日常の数学(2 冊制) 
 

新訂版 日常の数学 
2 冊制  

学  

主 の統計 

力と の 達 

学  

休 の研究 

と図 

正の数・ の数 

学  

第 単元 住宅 

第 単元 た の 定 

第 単元 い  

学 2  

第 単元 産業の進  

第 単元 た の計算 

第 単元 売 と数学 

第 単元 た の  

第 単元 予算と生活 

第 単元 数 と日 生活 

第 単元 図 と生活 

学  

単元１ た の学校 

単元 2 い らだ 

単元 3 時と た の生活 

学 2 

単元 4 おべ とう 

単元 5 た のス ーツ 

単元 6 遠足 

学  

単元 7 室を整 う 

単元 8 お使い 

単元 9 た の住  

学  

単元１ た の学校 

単元 2 体検査 

単元 3 た の  

単元 4 た のス ーツ 

学 2 

単元 5 遠足 

単元 6 た と  

単元 7 た の住  

学  

単元１ た の学校 

単元 2 体検査 

単元 3 た の  

単元 4 た のス ーツ 

学 2 

単元 5 遠足 

単元 6 た と  

単元 7 た の住  
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『日常の数学 2 冊制 』になると，第一学年中に 9 つ

あった単元が つに 編された。これに い，初版時の

「単元 9 私たちの住居」は，「単元 強 を えよう」

の一部と 合・ 理されるかたちで，2 冊制なら に新

訂版では「単元 私たちの住居」となる。なお，改訂に

う変 については を改めて する。 

2) と の との  

したとおり，『日常の数学』の編集に際して『中学

生の数学』が範型とされたことから， には 点が

みられる。それは「住居」に関する単元でも同 で

ある。 として『中学生の数学』の「第 単元 住宅」

と『日常の数学』の「単元 9 私たちの住居」の 目

を た。 は「生活と住居」と「住宅問題」，後 は

「生活と住居」と「これからの住居」といったように，

著ともに つの で構成されている。 の におい

て「 の住居」と「 の住居」 たは「 の住居」を

りあ ，後 の において の住 いが直面する問

題点を し，その解決 を検 する構成を同 くして

いる。それぞれの単元で 定された社会的目 を に

出した。 いられる や表 ， に は め

られるが，おおよそ一 しているものとみなせる。 

『中学生の数学』の「第 単元 住宅」は最後に「こう

した を改造して，み なが，明るくて，しかも，住み

のよい にするようにく うし，これを 行してい

かね ならない」としめくくられ，「問 22 どうしたら，

このような が せられるだろうか。み なで し合

ってみよう」という問いで終わる。『日常の数学』の「単

元 9 私たちの住居」では，「問 あなたの が一 住

みよいような を 計しなさい」という問いに いて「一

そろって しく らせる に住みたいものです。 の

中の を 的にすることがで るような，間 りで

ありたいものです。それから，私たちの が

といっし に しく らせる ， 的で合理的な に

したいものです」と とめられている。 著ともに，

際に学ぶ 供がい 住 でいる住居の問題点に目を け

させ，よりよい住居にするための解決 を させる問

題解決の題材として「住居」が位置 けられていること

がうかがえる。 

) 図  

 「住居」を題材にした学習を進めるにあたって，『中学

生の数学』なら に『日常の数学』ともに とする図

書が されている。『中学生の数学』では「この単元を学

習するのに となる書物」が 冊 され，『日常の数学』

では「この単元を学習するには，つ のような書物を

にするとよいでし う」として 冊が られている

（ ）。問題解決に り 生 がこれらの図書を

としながら住宅に関する知 を ることが期 された。 

『日常の数学』に された図書について，その 目

を資料に た。『中学生の数学』と でして 図

書に指定されたものとして，建築史 ・関 克『日本住

宅 史』，建築計 学 ・ の『これからのす い

住 式の 』，文部省著作教科書『私たちの科学 12 は

どのようにしてで るか』の 冊が する。関 の著

書は建築新書の一冊として 1942 年に 書 から出版

されたものであり，日本における住宅の歴史を 代から

代に る で初めて系 的に記 した 史として知ら

れる。 た， の著書は 戦の 194 年に 書 か

ら出版されたもので， に「新日本の住宅建 に

な十 」を るなど，住宅問題の と戦後の新し

い住 式について する内容であった。『私たちの科学』

中学生の数学  日常の数学 版  

    

11 生生活活とと住住   

 1 1 の住 と の 要 

  日本の大 の住  

  開人の住  

  C 家の  

 1 2 現 の住 と の 要 

22 住住宅宅問問題題  

 2 1 い住宅・ るい住宅 

 2 2 住宅   

のの   

11 生生活活とと住住   

 1 1 の住  

 1 2 の住  

22 れれ ららのの住住   

 2 1 住宅の不足 

 2 2 住 い家 

   なすまい 

 合理 なすまい  

中学生の数学  

学 の  

社社会会 ななもものの  

(1)日本の家 には，次の うな のある とを理解する。 

( ) きで，開放 である。 

( )融通 に 。 

( ) 室はないが，家 である。 

( ) 衛生 である。（ に， 所・ ， のの ・ ・はい） 

( )設備が う で， 雑にお いる。 

( ) 進 が である。 

(2) が国の の住 や 開人の住 には， な があるの を調べて，

住 の の進 を理解する。 

(3) が国の家と， 国の家とを べて， ている所と が ている所を調

べ， が国の家 について，保 すべき と，近代生活に さ する

ために，改め ならない とを理解する。 

日常の数学 版  

の の  

社社会会 目目標標  

1 住の一つと て住の生活の 要 を理解する。 

2 現 の住宅 を り の解決法を る。 

3 現 の住生活を り合理 にする方法を研究する。 

中学生の数学  日常の数学 版  

関  日本住宅小  

山  れ らのすまい 

社 大 科  

新 社 世界地理風 大  

文部省  理科教科書 

 た の科学 12，18 

小学生新  新 い日本の  

関  日本住宅小  

本 一  図解すまい 

山  れ らのすまい 

太 太  日本の住宅 

大湾政  家と た  

文部省  理科教科書 

た の科学 12 
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は中学校第2学年 理科教科書として194 年に発行され

たものであり，そのうちの一冊が を扱った。 の

から みに る でを概 する内容となっている。『日

常の数学』は， 図書の 定においても，『中学生の数

学』の内容を継承しつつ，さらに『図解す い』（194

年），『日本の住宅』（194 年），『 と私たち』（194 年）

といった出版後間もない住宅関連図書も 的に加える

ことで，生 の学習を したものと で る。 

. 日常の数学 の  

1) の の  

最後に『日常の数学』がいかなる編集 のもとに

とめられたのかを，教科書 の「この本を う さ

に」の か，教科書発行にあわせて出版された同教科書

の指導書（数学研究 会（第 部）,1949）をもとに検

する。『日常の数学』において学習がどのように えら

れているかは，同書に された「この本を う さ

に」に されている。そこでは中学生の第一 を み出

した生 へ けて，「あなた は， っといろいろな問題

に出会うことでし う。それらの問題を，あなた の力

で一つ一つ解決し，一 一 生活を高めて くのがこれ

からの 日の学習です」と りかけ， のように ける。 

数学の学習も，このような 度で，目 をはっ り

定めて進 なけれ なり せ 。計 をすることや，

図をかくことや，かいてある問題をとくことだけが，

数学ではあり せ 。 ，あなた が 分で問題を

とりあ ることがたいせつなのです。 

ど なところに，ど な問題があるか，その問題を

どのように解決していくか，それを るためには，

分や社会のようすをはっ りととらえなけれ

いけ せ 。そのために数や や形がてがかりとして

よく われ す。注 11） 

「生活を高めて く」ためのさ な「問題」を一

つ一つ「解決」することが数学の学習だと位置づけられ

ることから，教科書である『日常の数学』は「学習の

」として位置づけられる。「このなかにかいてあるこ

とを で えたり， 生の 明を っては めて理解

したりするためのもの」ではなく，「あなた が，

分の の わりから問題をとりあ て，それを解決して

いく を したもの」に ないものとされた。 

以上のような えに，たとえ 第一学年最初の単

元は「私たちの学校」と題され， 際に 分たちがこれ

から学習し生活する校 をもとに数学を学ぶ。さらに同

単元は「私の 日」と「理 的な学校へ」を下位 目と

し，全部で 1 ある問の最後は「私たちは学校を形の面か

らよくすることを え した。これだけで学校は理 的

になるでし うか。 かにあるとすれ ，ど なことか。

み なで し合いなさい」という問いかけになっており，

問題解決をめ す編集 があらわれている。 

2) 中学 の  

『日常の数学』の編集にあたって，数学研究 会で

は，文部省著作教科書『中学生の数学』の問題点につい

ても を ね，改 につとめている。たとえ ，「生活

経験を した数学教育 生活の 上」とした学習も「こ

どもが に解決しようとする な を持つ問題とし

て を り上 れ よいのか，ど な学習活 が さ

れど な数学が われるのか」といった教育 の 問

に した。そこで， 高 師範学校 中学校での

教育 を え， 体的な単元作成を した『新制

中学研究 書 数学科編』を出版し，全単元について，

業の展開，時間 ，指導内容（生活経験・ ・ 習

）， ，計 ， 教科との関係，行 の 目に沿

って 業計 が された。「単元  私たちの住居」に

ついても編集 図が 明されている。そこでは生活の中

を占める が とするのが「 」であるとし，

にもかかわら 戦後， 社会を形成する住宅の不足が

問題化している。「戦災 の はこの の住宅問題に

ついて，大 な関 をもっていると えられる。戦災

の経験のない 供についても，この問題に十分の関 を

持たせたい」と記している。 けて，「文化国 としての

日本の を えたと ， 生活の合理化は り上

られる 問題」とし，にもかかわら の住居が

な環境に置かれていることを問題 している。 

あたりの い や， め めした に平 で住

でいて改 しようともしない日本 の い ，不 な

， の についての 関 さ。これらは日本

の文化 の いことを に している。 供たち

に，これらの点を理解させると に，進 で 的な

明るい を作る 法を えさせたい。注 12） 

このような住宅にかかわる問題を，『日常の数学』では

学習への導 ではなく，解決す 問題そのものとして

位置づける。指導書ではそうした「生活題材」に対する

を「 体的な問題が，単なる導 問題ではなくて，

その問題の解決が最後の目 である。 理は，その解決

のための である」とし，「数計 などは，その解決の

ための とみる。そして，その題材の解決のために

われる数学以 に生活の 力となるような理解や判

や計 などを する」とした。 

) の との  

 日常生活を題材にした学習は，数学科以 でも展開さ

れた。 に扱う内容に が生 てくるため，単元内

容の検 に際しては， 科目との関連が された。「住

居」を扱う単元でも，生 の問題 が 面にわたる

にもかかわら ，教師の指導 が「数学科」との関係

のみにならないよう注 されている（図 ）「社会科，

理科， 科，図 科などと な連 」をもとに「生

の生活を全面的に かせる学習」が められた注 1 ）。 
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図  生 の生 と 目の  

 

 

図  の と の  

 

 

図  の の 図 

 

 

図  と の 図 

 

上記のような 図に基づいて「単元  私たちの住居」

は作成され，検定教科書『日常の数学』に反 されるこ

ととなった。『新制中学研究 書 数学科編』に され

た学習指導計 は一部修 の上で指導書にも され

ている。 は「単元 9 私たちの住居」の学習指導計

である。「 教科との関係」という 目が定められ，

教科への が められている。 

) の の  

 「私たちの住居」は第一学年をしめくくる最後の単元

として 定され， に けられた や計 問題，

問題 習，単元の とめなども含め， 99 から 4 9

の 40 を占める注 14）。この単元は「1 生活と住居」と「2

これからの住居」で構成される。「1 生活と住居」では，

住居の進 の を した上で， や ，

造の建物などいろいろな住宅の を知り内

容となっている。 いで「2 これからの住居」では，住

宅不足の とその解決 を たうえで， 的な住

い，合理的な住 いについて えを めていく。たと

え ，「 の と の 」（図 ）をもとに が住

居にあたえる影響について をうながす か， や

大 と ， の ・ 度を比較する。

こうした学習を経て，「 さ の の図」（図 ）をも

とに， 数や 面 を計 させた上で，「この は さの

点からみて 的であるといえるでし うか」といった

問いが けられ，さらに「 分たちが一 住みよいと

う 」の 計 （図 ）をもとに，「ど なところに ，

があるでし うか。 で し合いなさい」とい

う問が けられている。この単元では最後に，生

の住居について改造 法を えさせ，さらには，「 が

一 住みよいような 」を 計する 問でしめくくられ

ている。このように，単元「私たちの住居」は，住宅を

対象に問題発 ・解決を すものであり，住居は導 で

はなく解決す 問題として位置づけられたのだった。 

 

.  

 本 では，戦後教育改革期における中学校数学科の検

定教科書『日常の数学』を として，単元「私たちの

住居」の成立とその背景について明らかにした。『日常の

数学』は，1949 年発行の文部省著作教科書『中学生の数

学』から影響を けて編 された。『日常の数学』におけ

る住居に関する単元も，『中学生の数学』と同 に生 の

日常生活経験に関する問題を解決する で数学を学習

するという構成であった。生 の生活のなかでも「住居」

という題材は，戦災復興の 上にあった の住生活に

対する関 に合 しており， た くの生 が 災 で

あったことからも，生活における問題の解決という目的

を するには であったことも，『中学生の数学』から

『日常の数学』へと住居に関する単元が 継がれた理

の とつと えられる。 

なお，『日常の数学』にみられる「住居」の単元は，初

版から 2 冊制へと改訂されるにあたり内容の 直しが行

われ，さらに新訂版への改訂を経て後継教科書『中学の

数学』へも 継がれていく。その において，「住居」

についての単元がどのように展開していったのかは を

改めて る。 
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  日常の数学 初版 の . の 学  

 
  

社会的 住の一つとして 住生活の を の つの点を て理解する。 の日本が 住宅の不足に でいることを理解して  
これについて の で っている問題の解決法を する。 た の住生活の 点を理解して いかにすれ 合理的な住生活 

 目       を行い で な範 内において しい 生活をすることがで るかについて研究する。 
     数学的 1  数に関する 計 をする を う。 
         2  の を目的に て する 力を につけさせる。 
          合 分 に関する問題を解く。 
         4  法を理解し これを いる 力を につける。 
         5  直 平行 な 形 形を 出したり これを いたりする。 
          の 計図の か を理解して これを いる 力を につけさせる。 
 

学学  習習  のの  展展  開開  時時間間  
配配当当  

指指    導導    内内    容容  
用用  語語  計計  算算  他他教教科科  

ととのの関関係係  行行事事  
章章  節節  生生活活  

経経験験  技技    能能  既既  習習  事事  項項  
11．．生生活活とと住住居居  
  合理的な、楽
しい住生活を行
うために自分た
ちの家をどのよ
うに改良したら
よいかについて
次の２点から考
える 
 
 (1)住居の進歩 

のあとをふ 
りかえって 
みる 

 (2)いろいろな 
地方の住宅 
とくらべ 
て、日本の 
住宅の⻑所 
短所を見出 
す。 

11．．昔昔のの住住居居  
住 居 の 進 歩 の

ようすを知り、
自分たちの住居
とくらべる 

2.5 ⑬ 
 
 
 
⑭ 
 
 
⑯ 

〇 平行、垂直の概念を具体的につ 
いて理解する 

〇 鋭角、直角、鈍角などの概念を 
理解する 

〇 平行四辺形、台形、ひし形を実際 
の場面に見出したり、作図した 
りする 

〇 円柱、球、円すいなどを実際の 
場面に見出す 

〇 平行、垂直（小５） 
 
〇 水平面、鉛直線（小５） 
 
〇 正方形、⻑方形（小４） 
〇 立方体、直方体（小５） 
 
〇 頂点、りょう、めん（小５） 

垂 直 
平 行 

 理  科 
(中 2)6.家 

 

22．．今今のの住住居居  
  いろいろな住
宅 の 種 類 を 知
り、日本の住生
活の⻑所、短所
を見いだす 

2.5 ⑩ 
 
⑬ 
 
 
⑭ 

〇 日本の⻑さの単位(尺貫法)を理 
解し、これを用いる 

〇 平行線や重線を正確にかく 
 
〇 家の見取図や間取図をかく 
〇 正三角形、二等辺三角形、直角三 

角形、不等辺三角形を実際の場 
面に見出したり、作図したりす 
る 

〇 1 間＝６尺 
  1 尺＝約 0.3m(小 6) 
〇 コンパス、定木を使って、かん 

たんな図形をかく(小 4) 
〇 家の敷地の広さや、へやの広さ 

を調べる(小 6) 
〇 かんたんな案内図(小 4) 
〇 分度器を使って角を測る(小 6) 
〇 かんたんな地図や図面をもとに 

して、実際の場所や物を考える 
(小 6) 

〇 縮尺を考えて、地図上で実際の 
⻑さを求める(単元 6) 

  間、尺、寸等
に関する四
則 

理  科 
(中 2)6.家 
図画工作 
(中 3)住宅の
間取り 
室内装飾 

  

22．．ここれれかかららのの  
住住宅宅  

  現在の日本の
住宅に関する諸
問題を、次の二
点から考える 
 

(1)住宅不足を 
どうするか 

 (2)健康的な家 
の構造と、 
合理的な家 
の間取りを 
調べる  

11．．住住宅宅のの不不足足  
住宅難の叫ば

れているわけを
理解し、その解
決策について、
研究する  

3 ⑤ 
 
 
⑥ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧ 
 
 
 
 
 
 
 
⑩ 
 
 
⑮ 
 
 
⑰ 

〇 小数の四則計算をする 
〇 小数の乗除計算で、積や商の位 

取りや大きさを概算する 
〇 棒グラフ、折れ線グラフ、帯グラ 

フ、正方形グラフ、円グラフを読 
んだり作ったりする 

〇 グラフに表すのに資料を適当に 
整理する 

〇 いろいろなグラフの特徴を知っ 
て、グラフの適切なものを選択 
する 

〇 百分率や歩合を含む四則計算を 
する 

〇 一つの数の、与えられた百分率 
や歩合に当たる大きさを求める 

〇 一つの数が、他の数の何パーセ 
ント、あるいは何割に当たるか 
を求める 

〇 一つの数の何パーセントか何割 
かの大きさが与えられた時、も 
との数の大きさを求める 

〇 尺貫法を理解してこれを用いた 
り、またこれをメートル法の単 
位に換算する（⻑さについて） 

〇 尺貫法の面積の単位を理解して 
用いたり、これをメートル法の 
単位に換算する 

〇 体積の単位を理解し用いる 
〇 立方体、直方体の体積を用いる 

 
 
 
〇 折れ線グラフ(小 4) 
〇 二次元の表(小 4) 
〇 円グラフ、正方形グラフ、帯グ 

ラフを読む(小 6) 
 
 
 
 

〇 比の三つの用法(中 1) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 坪(小 6) 

  小数の四則 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
比の三つの
用法 
 
尺貫法の四
則 

社 会 科 
(中 2)6.生命
財産の保護 

  

22．．住住みみよよいい家家  
a．健康的なす 

まい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
b．合理的なす 

まい 
 
 
  

8 ④ 
 
 
 
 
 
⑤ 
⑥ 
⑮ 
 
⑰ 

〇 分数や帯分数に関する四則 
計算をする 
 
 
 
 

〇 小数の四則計算をする 
〇 種々のグラフをよむ 
〇 面積の諸単位とそれらの間の相 

互関係を理解し用いること 
〇 体積の単位を理解し用いる 
〇 直方体、立方体の体積を用いる 
〇 液量のメートル法の単位を理解 

し、それを用いる  

〇 単位分数(小 4) 
〇 割合や比を分数の形で表す 

(小 5) 
〇 分数を用いて量や比を表す 

(小 6) 
 
 
 

〇 尺貫法→メートル法(小 6) 

  分数の四則 理  科 
(中 1)1.空気 
(中 3)6.生活 

  

⑦ 
⑧ 
 
⑩ 
 
 
⑬ 
 
⑮ 

〇 百分率、歩合の概念を理解する 
〇 一つの数が他の数の何パーセン 

トに当たるかを求める 
〇 尺貫法を理解し、これを用いた 

りメートル法の単位に換算した 
りする 

〇 家の設計図を観たり、かいたり 
する 

〇 尺貫法の面積の単位を理解し、 
これを用いたり、メートル法の 
単位に換算したりする  

 
 
 
 
 
〇 北東、北⻄、南東、南⻄(小 4) 
〇 かんたんな縮図をよむ(小 5) 
〇 複雑な図形の面積を、方眼の数 

によって測る(小 6) 
〇 かんたんな図面をもとにして、 

実際の物を考える(小 6) 
〇 縮尺(単元 1、5、6) 

  
整数÷整数
＝小数 
 
 
縮尺に関す
る計算 

 
 
 
 
 
理  科 
(中 2)6.家 
(中 3)6.生活 
(中 3)住宅の
間取り 
室内装飾 
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注 1）対象とする教科書の編集 や 図を するため，いわ る「指

導書」（数学研究 会（第 部）,1949）なら に，『日常の数学』

の単元内容の検 を進めた 高 師範学校 中学校の新教育研究

会編による『新制中学研究 書』（ 高師 中学校新教育研究会,1949）

も した。 

注 2）戦後教育改革期における生活単元学習については， 史として

田 ・ （19 1）， （19 ）， （1992）などが られる。

GHQ の 点として，（明 大学戦後教育史研究 ,199 ），（

,199 ）（ ,199 ）がある。 年における 代教育史

研究として（田中,201 ）が られる。 

注 ）文部省,194 ,1 

注 4） ，注 2 に同 。数学教育における生活単元学習批判の代表的

物として数学 ・ が られる。 は「生活単元学習の批

判」（ ,195 ）のなかで「『中学生の数学』の住宅という単元では

住居からは って， が発生しないようにするには， を に

したり，くもの をはらったりする だ，という でおわっている。

（中 ）この教科書は生活経験に であろうとして，数学の体系を

してし ったことは，すでにあ らかになったが，生活経験その

ものの さえも与えることに失 しているのである」と批判した。 

注 5）戦後復興期の住宅問題については，住田（2015）なら に，

（19 9）を した。 

注 ）同 。 

注 ） 上（19 5），住田（1942），日本科学史学会 19 を 。 

注 ）文部省（1949）,  

注 9）大日本図書では数学科教科書の編集にあたって，数学教育 会

を け， 学校教科書を第一部，中学校教科書を第 部とした。第

部は， 高 師範学校教 ・理学 士の 一 の か， 高

師 中学校 高 学校教官の 上 ・ 元太 ・ 元 ・

・ 高 ・ 田 の か，中 （大 大学教 ・理

学士）， （ 計数理研究 ・ 大学講師）， 司（お

の 大学教 ・理学 士）， （お の 大学 高

学校教官）が を連ねた。なお，2 冊制への改訂時に （

教育大学 中学校 高 学校教官）が加わった。 

注 10）CIE の検 について，大日本図書でも「 な表 にいたる で，

しく していたので，合 は めて く，わが社も検定

の初年度， 十 年度 として中理，高理，高数などを検定

し したが，合 したのは高 理科の化学 ・ と 学 ・ の

冊だけでした」と している（大日本図書，19 0）。文部省の検

定とあわせて CIE による検 が されたため，「検定 の教科

書 の 版 り 部と，その 本 部を文部省に 出」という

さの上，「CIE 検 では， なこと」が 発したという（

，19 5）。 

注 11）『日常の数学』（数学研究 会（第 部）1950, 。 

注 12） 高 師範学校 中学校新教育研究会編（1949）,2 24  

注 1 ）同 ，125 12  

注 14）『日常の数学（ 冊制）』にあわせて発行された指導書（数学教

育 会（第 部）,1950）では，単元「私たちの住居」が第一学年最

後に 定された理 をこう 明している。「この単元を り扱う時期

は である。 は， 物 が，それぞれ 分のすみ を， さやうえ

からの な にしている時期である。 その で 戦後の住宅問

題を一 しみ み わうのは であろう。私たちの を中 として

の生活をとりあ る一年の において最終の単元として 私たち

の住居 をとりあ たのはこのような えからであった」としている。 

 

 

1）大日本図書編 19 0 出版とともに 0 年 大日本図書 0 年史  

大日本図書株式会社  

2  本 一, 竹生編 （194 ） 図解す い 住居の歴史と 理・住居

の科学・新し 住居, 株式会社 文 新 社  

 田 直, 19 1 教育課  総 戦後日本の教育改革

大学出版会  

4） 上 19 5 戦後における 数・数学教育変 の をたどって

数・数学教育 の変 と展 数・数学教育 講 20

（ 10 4） 数・数学教育 講 行会 

5  明 大学戦後教育史研究 199 占領下日本の教科書改革

明 大学出版部  

 克 1992 代日本の教育課 改革 学習指導 領と国民の

形成 株式会社 間書  

 194 これからのす い 住 式の  書  

 19 9 す い 学 代日本住宅史  株式会社

国社 

9  大 194 と私たち 新制中学理科 12  株式

会社 書院 

10  , ・ 199 占領下日本の教育改革 川大学

出版部  

11） 高 師範学校 中学校新教育研究会編 （1949） 数学科 新

制中学校研究 書・第 日本教育 興会  

12） 教育大学 中学校編 19 9 教育大学 中学校 十年

史  教育大学 中学校  

1  関 克 1942 日本住宅 史  書  

14  住田 2015 代日本 史 1914 200  株式会

社 ル 書  

15）数学研究 会（第 部） 1949 中学校第 1 学年 日常の数学 解

と指導 指導編  大日本図書株式会社  

1 ）数学研究 会（第 部） 1950 中学校第 1 学年 日常の数学 解

と指導（ 冊制）  大日本図書株式会社  

1  一 19 日本占領と教育改革 株式会社 書  

1  田中 治 201 戦後日本教育 法 史 上 と 業

をめ る理 的系 株式会社 ル 書  

19） 高師 中学校新教育研究会 1949 新制中学研究 書・第  

数学科  日本教育 興会  

20  19 5 日本の教科書づくり  株式会社みくに書  

21  195 生活単元学習の批判 教育 株式会社国

社 22 11 2  

22） 大学 中学校・高 学校 年史編集 会編 （19 ）

大学 中学校・高 学校 立 年史  大学 中学校・高

学校  

2 ）曲田 1994  住環境教育に関する研究 学校教育を中 にして

大 立大学大学院生活科学研究科 士 文  

24）蒔苗直 2001 「総合的な学習の時間」に対する終戦直後の数学

教育史からの 文部省著作教科書『中学生の数学』にみる数学と

生活の関連に 点をあてて 日本数学教育学会 , 11 ,1 20  

25）蒔苗直 2011 戦後教育改革期の数学教育における単元学習の展

開 GHQ SCAP 文書による時代 戦後教育史研究, 25 ,21 2  

2 ）蒔苗直 2012 24 年の文部省著作教科書『中学生の数学』に

おける「住宅」の単元の 『E   』と

の比較を 点に 日本数学教育学会 , 時 ・数学教育学 究,9 , 

19  

2 ）文部省 194 学習指導 領一 編（ ） 十 年度

中 学校教科書株式会社  

2 ）文部省 194 学習指導 領 数科・数学科編（ ） 十

年度 日本書 株式会社  

29）文部省 194  中 数学・第一学年 上 下 中 学校教

科書株式会社  

0）文部省 194  私たちの科学 12 はどのようにしてで るか 中

学校第 2 学年 大日本図書株式会社  

1）文部省 194 数数学科指導内容一 表 日本書 株式会社  

2  文部省 1949 中学生の数学 第 1 学年 1 2  中 学校教

科書株式会 

 日本科学史学会 19 日本科学 術史大系 第 10  教育・第

第一法 出版 

4） 作 編 1992 大日本図書 年史  大日本図書株式会社  

5） , ・ 199 占領下日本の教科書改革

川大学出版部 
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資料 日常の数学 の の 図 と の目  

『日 』 書 2 

1 （1 1 自然と日本住宅 1 2 生活と日本住宅 1 3 術と日本住宅 1 4 日本

住宅の ） 

2 原始住宅（2 1 日本住 の原始 2 2 住 2 3 地住 2 4 高 住

） 

3 農家住宅（3 1 日本住宅建築の 3 2 時代の農家住宅 3 3 中世・近

世の農家住宅） 

4 公家住宅（4 1 時代に ける公家住宅の発 4 2 時代公家住宅建

築の 造 4 3 安内 と公家住宅 4 4 造と ての公家住宅 4 5 期の

造 4 6 時代 後の公家住宅） 

5 家住宅（5 1 安京に ける宅地 と 家住宅 5 2 に ける近世

の発 5 3 戶の に ける防火建築の生成） 

6 家住宅（6 1 家住宅の独立 6 2 ・室 時代に ける 家住宅 6 3

近世 家住宅の ） 

7 武家住宅（7 1 武家住宅の独立 7 2 主 造 武家住宅 7 3 山式書院造

と ての武家住宅） 

8 数 住宅（8 1 数 住宅の 8 2 室建築 8 3 数 住宅） 

9 国民住宅（9 1 建築の 入と現代住宅 9 2 都市計画・住宅政策と国民

住宅） 

10 結 （10 1 日本住宅発 図の試案 10 2 日本住宅発 の一理 ） 

 

生 『 』 文 新  

1 住 の と地理 

1 1 住 の  

1 2 ー ツパ住 （ ジプトの住 リシ の住 C ーマの住

中世及ル サンスの住 E 近代及現代の住 ） 

3 3 アジア住  

3 3 1 日本住 （ 時代・上 時代の住 時代の住 C

安時代の住 時代の住 E 室 時代の住 山時代の住

G 戸時代の住 H 現代の住 ） 

3 3 2 北と の住 （ 北海道・ 太の住 朝鮮の住 C の住

1 の住 2 E 北の住 の住 G スマトラの住 H シ ム

の住 I ジ ワの住 J ボル オの住 太 島の住 ニ ー

ニ の住 ） 

2 住 の科学 

2 1 寒さの防御（ 上の防止 の防止 C と 部 造 と

造 E と室内採 室内保 G 室内採 ） 

2 2 さの防御（ さを防 には 部の防 造 C 自然 気に る防

・防 ） 

2 3 住い方（ 住 の 成 間 C 室 E 室・ 所） 

3 新 い住 （1 工 生産に る 造組立住 (ス ー ン) 2 合住

（フランス） 3 人部 計画案(アメリカ) 4 戦後の 合住 (アメリカ) 5 終

住 （アメリカ） 6 小住 (アメリカ) 7 本の を つ住 (アメリカ)） 

主なる 文  

 

『 の の 』 書  

新日本の住宅建設に 要な 原則 

住まい 式の改革（住宅の不足 新と改革 二 生活 研究と試 の時 新

い住まい 式の創造） 

と 子 （ 式 和 ・公 カ の 建 な 活 改革

の 高 住 土足と上足 生活の二つの部 タタミ カ カ上生活 武

家の 行 習 住 生活 式の完成 スワル 土間の生活 きて

内 業 間取りの 土間の 小 入 の生活 文明開化 公生活と

イス 風化の 対立の 開 風生活の 生活改

改革の 家 の問題 の広さ 小室の い 住宅の

まさ の問題 と土 住の関 と家の中 生活 準の制約

つの方 不 な 式 学生の 式 カ らイスへ 休 の高

さ の始 の 検 材 の問題 新 い の 新 法

の創造 土間の改 ） 

家生活と 生活（ れがなも 「 つ 」人 理 の 家 と主 イ の

同生活 夫 と 室 家 の 所 者 イ の中の公

と 所 生活の容 夫 の 室 白 の大家 生活の 理 制度

の 「家 主 」の 制度と現実 住への 子 の 家 生

活の 夫 生活の の テ ズム 夫 は二世 子はカス イ

夫 室の現況 子 の 所 い の 夫 生活と住宅 の

室 の 室 される と の「 」 道

の基 力な 子 のイ 生活 めいめいの部 小住宅と 住 生

活 室の限定 合 中 の原 の確立 民主 と

イ 生活 世 中 のイ リス住宅 決然たる改革 な 省 生活の

確立） 

間 と室の独立 （ と室 と の間 間 のない住宅 通 け

通風の 要 生活群の 限 夫 と子 国の家 制度 家 家

夫 家 の 承婚の 子夫 の独立 結婚 の

条 住戸数の増加 合 都市の 合 住宅規 の 小 な 合 の増

加 創生婚 の合理 単 化される 条 住 間の 条 建築

解決と住 方での解決）                     上につ  

住生活の 同化（高 と応 室 家中 主 きの 所 関の

カ上と 家生活の 解 建築の 化 住宅の 過程 不 の 化

生活の 同化 同 自 選択とオシキ の労 の 同化

入 設備 入 の 同化 い と公衆 公衆 の 置 戸の入

同 所 さいものにフタ 所 所は コース 戦時中の 同化

来の 同化 ドーマ・コムム イ 中 と の 住施設の

成 住戸 新 い生活 社会化と公 ） 

住 間の 化（単室住 用 成の の 化 農民の住 式 の

発 化 士農工 の住 式 間生活と土間 と用 化 通り土

間 住宅の住 方 土間の節約過程 された 室 大 宅と小住宅 た

用 中 式の の 要 後の一 間取りの基本 室

の 室 ら 間へ 住 間の要 第二 用 関と 住宅の

の 応 室へのに 会応 アツマリ シ

ト 子 住 方の工夫 帯部 物工 の設 と

業の改 上足の へ の大さ 間 堂） 

室の と家 （室と家 都市住宅の家 め入り道 需家 イス 化

と家 来の 要家 収 の 化 家 の建築化の 工 度 家

つき家賃 家 の 夫さ 入の「 さ」 入の収 入の現況

の 収 人数 りも生活程度 二 生活と 入 の ラ

クタの始 入の 要 の改 家 と室の大きさ フトン の 検

と 方 室の大きさ 住宅の ） 

住宅の ・生活の （ 家の ら い住 式の 年 りの 年中行

とつ い方 住まいの工夫 新 い住 式 住宅の規 化 住宅改

の基礎） 

復興建設住宅の計画基準案 あとがき 

 

『日 の 』 国  

ま がき 

日本住宅の （1 住宅 の発 2 室内 の 3 建築技術の発

達） 

住宅衛生（1 日本の気 2 3 と室内 度 4 日 の 5 風

の 6 明 7 8 9 所） 

生活 式と住宅（1 2 生活の独立 3 家 成 4 イス式と

式 5 式 6 室の規 と設備 7 間取り 8 生活の 化 9 生活の

同化 10 近 住区 11 同住宅 

すび 

載（1 住宅の 造 2 住宅の図 3 書） 

 

『 中学 科 2』 書  

の本で を学 の  

1 家の 目（1 物のす は の うな 目を ている 2 大 の日本人は

な住 に住 でいた 3 家の 目 整理 試問 自 究） 

2 建物の （1 日の文化生活に 要な建物の 2 日本の建物は の

うにうつり ていた 整理 試問 自 究） 

3 建物の材 （1 い建物には の うな材 が用いられていた 2 進 た

建物には の うな材 が用いられてきた 3 日本に 材の建物だけが発

達 てきたのは う てだ う 4 材 の さ 5 材 の と 整理 試

問 自 究） 

4 夫な建物（1 の うな原 で建物は れる 2 とはりの さ 3

と 組の さ 4 建物の建て方と さ 整理 試問 自 究 

5 住 い家（1 家と気 2 間取と 置 3 気と保 4 明るい部 5 建物の

中のとりつけ 整理 試問 自 究） 

6  燃 ない家（1 防火の 要 2 火災の 節と 度 3 耐火建築 整理 試問 

自 究） 

7 れ らの家（1 建物の進 をさまた るもの 2 れ らの家 

整理 自 究） 

 

 

文部省著作教科書『 の科学 2 の 中学 2

学 』 日 書  

ま がき 

1 家の 目 

2 建物の  

3 建物の材 （1 自然物 ら加工物へ 2 材 の さ 3 建築材 の進 ） 

4 夫な建物（1 とはりの 2 やはりの組合 3 建物の 4 建物の建て

方） 

5 住 い家（1 家と気 2 部 の 3 部 の きと間取り 4 気と保

5 明るい部 6 建物の中のとりつけ（設備）） 

6 燃 ない家 

7 れ らの家（1 建物の進 をさまた るもの 2 り な家と な家） 
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